





佐 藤 　 求1)
Making a Regulated DC Power Supply to use 














































































































































６．動 作 チ ェ ッ ク
６―１．チェック方法と結果
　図６のように負荷抵抗を付けて出力電圧を測定した。
　表１はプラス端子出力のみに負荷抵抗を接続した場
合の出力結果、表２はマイナス端子出力について同様
に測定した結果である。表３は、より大きな負荷とし
て両方の端子出力に負荷抵抗を接続した場合の出力結
果である。
６―２．チェックの評価
　安定化電源の主要な機能は、直流化だけでなく安定
図５　二端子安定化電源と三端子安定化電源
　　　（ａ）正出力のみの二端子型安定化電源を二台使用して±12Ｖと 0Ｖの供給を行うと、異なる色のコードや端子が接
続され視認性が悪くなる。
　　　（ｂ）三端子安定化電源では－12Ｖ用に白コードを使うので、色と電位の対応が明確になる。
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化もできることである。つまり、大きな負荷抵抗を接
続したときに小さな電流を流せるだけでなく、小さな
負荷抵抗を接続したときに大きな電流を流せること、
その場合も出力電圧が一定であることが要求されてい
る。
　表１、２、３いずれにおいても負荷抵抗が100Ωの
場合には出力電圧の低下がみられた。これは使用した
変圧器が「50mA 上限」のものだったためであると
考えられる。むしろ200Ω接続時でも12Ｖの出力を維
持していた（60mA 程度の電流を流していた）のは、
性能に余裕があるといえる。いずれにせよ、学生実験
での使用は、数ｋΩ程度以上の抵抗を使用し、数 mA
以下の電流で使用するので問題ない（通常のカーボン
被膜抵抗の想定電力は1/4Ｗ以下なので、60mA ×12
Ｖ＝0.72Ｗでの使用は避けるべきである）。
　また、安定時の電圧は理想値の12.00Ｖに比して１％
弱のズレがあったが、これも電気系実験器具としては
許容範囲内である。
７．ま　　と　　め
　学生実験での使用を目的として、信号源との区別が
つきやすく、安価で数を増やせる安定化電源を作った。
うち一台は配線に工夫し、透明ケースに入れることで
視認性の良いものとした。出力電圧、安定性ともに問
題のないものができたので、２年次の実験開始時期ま
でに15台程度を量産する見込みである。
表１　負荷をかけた状態での出力１
負荷抵抗［Ω］ V＋［Ｖ］
100 ＋11.32
200 ＋12.04
300 ＋12.04
510 ＋12.04
 1.0k ＋12.05
 2.0k ＋12.05
 3.0k ＋12.05
 5.1k ＋12.05
∞（開放） ＋12.05
プラス側出力のみに負荷抵抗を接続した状態での端子電位
（マイナス端子は開放状態）。
表２　負荷をかけた状態での出力２
負荷抵抗［Ω］ V-［Ｖ］
100 －11.67
200 －12.07
300 －12.07
510 －12.08
 1.0k －12.08
 2.0k －12.08
 3.0k －12.08
 5.1k －12.08
∞（開放） －12.08
マイナス側出力のみに負荷抵抗を接続した状態での端子電
位（プラス端子は開放状態）。
表３　負荷をかけた状態での出力３
負荷抵抗［Ω］ V＋［Ｖ］ V-［Ｖ］
100 ＋10.06 －10.47
200 ＋12.04 －12.08
300 ＋12.04 －12.08
510 ＋12.04 －12.08
 1.0k ＋12.04 －12.08
 2.0k ＋12.04 －12.08
 3.0k ＋12.04 －12.08
 5.1k ＋12.04 －12.08
両方の出力に負荷抵抗を１つずつ接続した状態での端子電
位。
図６　動作確認回路
　　　負荷抵抗を変えても出力電圧が一定であることを確
認する。片側負荷のみの測定では反対側の抵抗は開
放しておく。
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８．利益相反および倫理配慮
　本論文に関して利益相反事項および倫理的配慮の必
要な問題はない。
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